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子宮摘出初乳未摂取豚を用いた豚呼吸器複合感染症の感染試験系ならびにリアルタイ

ム PCR 法による肺サーファクタント mRNA の定量法を確立した。またブタサーコウイル

ス 2 型実験感染豚で肺病変形成に伴い肺サーファクタント遺伝子の発現変調が認めら

れることを明らかにした。 

 

［研究の背景・ねらい］ 

 育成期の疾病による損害をいかに低減するかは養豚産業における大きな課題である。育

成期の多くの死亡豚が複雑な病理発生機序を持つ呼吸器複合感染症に罹患しており，この

疾患の病理発生の解明や新しい予防法の開発が望まれている。そこで，防除法開発に向け

た基盤技術確立のため，子宮摘出初乳未摂取（HPCD）豚を用いて呼吸器複合感染症の感染

試験系を開発し，肺サーファクタントの発現と肺炎の病理発生との関連を調べた。 

 

［研究の成果］ 

１）HPCD 豚を用い，ブタサーコウイルス 2 型（PCV2）と Mycoplasma hyorhinis (Mhr)の

複合感染試験を行い，肺炎における両微生物の役割を調べた。混合接種群では，単独接

種群に比べ血清中 PCV2 量増加と末梢血リンパ球減数，および Mhr が大量増加した重度の肺

炎が認められ，PCV2 と Mhr が相乗的に作用して重篤な病変を形成することが推察された。 

 

２）豚の肺サーファクタント A（SP-A）および D（SP-D）mRNA のリアルタイム PCR 法によ

る定量法を確立し，PCV2 実験感染豚における SP-A と D の発現を調べた。SP-A mRNA は感染

後日数に比例して上昇する傾向がみられたが，非感染対照群では発現はほぼ一定であった。

また，SP-D mRNA は，感染 3 日後から対照群に比べ 2 倍量に増加し，7 日ならびに 14 日後

も同様の高値を示した（図）。病理組織学的には感染 3 日後から病変形成が認められた。 

 

   
図   SP-A mRNA 発現量の変化         SP-D mRNA 発現量の変化 ＊ p<0.1 
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